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その中で、患者さんがよりよい状態を保ちながら、円滑に

入院医療から在宅等への移行を実践するために、看護

職が院内外での活動フィールドを広げ、役割を拡大して

いく必要性を感じています。現在、退院支援部門には、

専従の看護師と退院支援職員を配置しており、ソーシャ

ルワーカーとともに活躍しています。退院支援の推進と、

安定在宅着地をサポートするために、看護職が病院から

地域に出て、退院前訪問、退院後訪問、訪問看護ステー

ションの看護師等との同行訪問を進めています。今回の

診療報酬改定で入院時支援加算が新設されました。当

院でも入院が決定した時点からの支援として、入院前の

患者さんから身体的・精神的・社会的問題のリスクを洗

い出し、その問題に対して多職種によるチームでの介入を

スタートいたします。
また、診療報酬改定の基本方針に「医療従事者の負

担軽減、働き方改革の推進」が加わりました。看護部門

では、ワーク・ライフ・バランスの推進事業に3年間取り
組みました。その取り組みは看護部門だけで終わらせず、

病院全体の取り組みにしたいと考えながらも足踏みをし

ていました。今回の基本方針を受け、医療現場を支える

職員の勤務環境改善に取り組むことで、各職種が専門分

野の力を今まで以上に発揮し、医療チームとして質の高

い医療の提供につなげたいと思います。

年になく、寒さの厳しい日が続き、春の訪れが待

ち遠しいと感じていました。さて、医療界が迎える

春は、6年に一度の診療報酬・介護報酬の同時改定の年

となります。団塊の世代が75歳以上となる2025年、そし

て団塊ジュニア世代が65歳以上となる2040年を節目とし
た医療・介護サービスの整備が進められています。今回

の改定では「人生100年時代」というキーワードが示され

ました。100歳以上の人口が6万人を超える中、超高齢・
人口減少社会に対応できる医療制度の構築が課題と

なっています。当院としても医療の機能分化・連携の推

進、安全で安心な医療の実現に取り組みを続けると同時

に、地域の特性からどのようなニーズがあり、どのような

役割を担っていくのかを自問自答していくことになります。

副院長／看護担当

髙 橋 初 枝
Hatsue Takahashi
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　泌尿器科　教授　鈴木 啓悦

教授就任のごあいさつ　　　皮膚科　教授　樋口 哲也
2017年度 第7回医療連携学術フォーラム、第3回地域医療支援委員会　開催のご報告
　医療連携・患者支援センター長　吉田 友英
公開講座報告　　　耳鼻咽喉科　講師　牛尾 宗貴
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ご参加お待ち致しております
ほぼ毎月、身近な疾患や症状をテーマにした公開講座を企画しております。多くの市民・
医療関係者の皆様にご参加いただき、 病気の予防や早期発見、 地域医療の発展に役
立てていただければと存じます。 いずれの講座も 13 時から当院東棟 7 階講堂で開催
致します。 詳細につきましては、 院内掲示およびホームページなどでご案内致します。
お問い合わせや講演テーマのご要望がございましたら、 総務課にご連絡下さい。

公開講座スケジュール
2018年　佐倉病院公開講座のお知らせ
入場無料・申込不要・200席

東邦大学医療センター佐倉病院
臨床病理症例検討会 開催予定
（場所：東棟 7 階・講堂）

開催予定日

講演予定
テーマ

担　当
泌尿器科
鈴木 啓悦 他

28日土曜日

前立腺癌

April4

第189回：5 月 21日（月）18 時 00 分～
第190回：6 月 28日（木）18 時 00 分～
第191回：7 月 23日（月）18 時 00 分～

地域の医療機関の皆様もご参加いただけます。
詳細は病院ホームページでご確認ください。
（問い合わせ先：教育支援室）

　耳鼻咽喉科は耳、鼻、のど、頸部（くび）
を専門とする科で、眼球を除く鎖骨の上
から頭蓋底（脳のあるスペースの底の骨）
までの診療に携わっています。今回は、
耳科疾患と手術治療について鈴木光也
（教授）が、鼻科疾患と手術治療につい
て牛尾宗貴（講師）が概説しました。
　耳科手術の多くを占めるのは聴力改善
手術です。音は耳介（耳たぶ）、外耳道（耳
のあな）を経由して鼓膜を震わせ、中耳
（鼓膜の内側の空洞）にある耳小骨（小
さな 3つの骨）を介して内耳（聞こえの
センサーが入っている部分）に達し、電
気信号に変換されて聴神経を経由して脳
で音として認識されます。これらのいず
れに問題があっても難聴が生じます。た
とえば鼓膜に穴があいている場合には、

新しい鼓膜を張る手術を行います。また、
中耳で耳小骨の動きが制限されるなどし
て音の伝わりが悪い場合には、耳小骨の
周りを清掃したり、耳小骨の代わりにな
るものを置いて音の伝わりをよくします。
さらに、両側の内耳に大きな問題がある
場合には、人工内耳（音を電気信号に
変換して、電極から内耳に情報を伝える
機器）を埋め込みます。当科では年間
150 件程度の耳科手術を行い、良好な
成績を得ています。
　一方、鼻科手術の多くを占めるのは慢
性副鼻腔炎（蓄膿症）に対する手術です。
鼻は鼻腔（鼻のあなを入り口とする空洞）
と副鼻腔（鼻腔のまわりにいくつかある
空洞）で構成されています。慢性副鼻
腔炎では鼻茸（ポリープ）を切除したり

鼻と副鼻腔の風通しをよくするように手
術しますが、昔のように顔や歯茎を切ら
ず、内視鏡を用いて行う手術が中心と
なっており、手術後の痛みは小さく、顔
もほとんど腫れません。また、鼻中隔弯
曲症（鼻を左右に分ける仕切りが曲がっ
ている）やアレルギー性鼻炎に対する手
術も行っており、非常に良好な治癒率を
得ています。また、他院で手術を受けた
が良くならないという患者さんにも、適
応があれば積極的に手術治療を行ってい
ます。反復性前頭洞炎、鼻中隔穿孔、
手術後の萎縮性鼻炎などが対象で、い
ずれも良好な成績を得ています。年間
400件程度の鼻科手術を行っています。
　当日は100名余りのご参加をいただき、
会を重ねるごとにより多くの皆様にお集
まりいただいております。今回の公開講
座では耳科手術、鼻科手術について詳
しくお話しましたが、当科では口蓋扁桃
（扁桃腺）や声帯ポリープなどの、のど
の手術、甲状腺や耳下腺の腫瘍の頸部
の手術なども行っています。耳鼻咽喉科
領域でお困りの患者さんがいらっしゃい
ましたら、ご遠慮なくご紹介ください。

東邦大学医療センター佐倉病院

公開講座

耳鼻咽喉科
講師

牛 尾 宗 貴

August8
休講

13:00~15:00

糖尿病・内分泌・
代謝センター
大平 征宏 他

12日土曜日

糖尿病について
～食後の血糖値も気にしてみよう～（仮）

May5

13:00~15:00

心臓血管外科
本村 昇 他

23日土曜日

身近になった心臓血管外科
手術

June6

13:00~15:00

皮膚科
樋口 哲也 他

28日土曜日

夏に気になる皮膚疾患

July7

13:00~15:00

耳と鼻を手術で治す

2018.3.3 現在　教育支援室

鈴木光也 教授 牛尾宗貴  講師

※ 第 39号（1月発行）の11月25日開催の公開講座についての記事の中で、「佐倉市役所福祉部高齢者福祉課課長　島村 美惠子様のご挨拶を賜り」
　 との記載がありましたが、実際は佐倉市長　蕨 和雄様よりご挨拶をいただいておりました。訂正し、深くお詫び申し上げます。
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修施設となりました。現在 4名の皮膚科専門医と3名のレジ
デント体制で診療を行っています。当科は日本アレルギー
学会認定教育施設であり、アトピー性皮膚炎、蕁麻疹、接
触皮膚炎、薬疹などのアレルギー性疾患、水疱症や膠原病
などの自己免疫性疾患の診断と治療を積極的に行っていま
す。尋常性乾癬に対しては、生物学的製剤や全身型
NB-UVB 照射装置による全身療法や、最新のエキシマラン
プによる局所療法など、病態に応じて集学的な治療を行っ
ています。エキシマランプは、白斑や掌蹠膿疱症など難治
性の局所皮膚疾患にも有効です。皮膚腫瘍に対しては、最
新のダーモスコープにより診断精度が向上し、早期発見・
治療を目指しています。また内臓疾患など他疾患に合併す
る皮膚病変・デルマドロームの診断治療も多数経験してい
ます。皮膚症状に悩む全ての患者さんのために、地域の皮
膚科診療の拠点となるべく医局員一同努力して参りますの
で、今後ともご指導ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願い致
します。

　2017年12月1日付で、皮膚科学講座教授を拝命いたしま
した。私は 2008 年に当院に赴任し、2013年からは診療部
長として当科の充実に努めてまいりました。地域の先生方・
医療関係者の皆様のおかげを持ちまして、多数の貴重な症
例を経験することが出来、教育・研修施設としても成長し、
2016年度から千葉県で3施設目の日本皮膚科学会認定主研
修施設となり、2018年度からの新専門医制度での基幹研

　去る 2018年 2月 24日（土）に、2017年度 第 3回地域医療支援
委員会、第 7 回医療連携学術フォーラムを開催致しました。医療連
携学術フォーラムでは、医師・歯科医師・看護師・訪問看護ステーショ
ンスタッフ・行政・地域包括支援センター職員など、多職種 375名（う
ち院外からは 110施設 213名）のご参加をいただきました。
　講演 1では、佐藤仁先生（佐倉地区医師会）と岡住慎一（副院長）
の座長により、「肥満 2 型糖尿病治療の新戦略を考える」と題し龍
野一郎（教授）が学術講演を行いました。引き続き講演 2 では、志
津雄一郎先生（印旛市郡医師会）と髙橋初枝（副院長）の座長により、
「新しい入退院システムの導入について」というテーマで、京谷みよ
子（副センター長）、増田雅行（薬剤師）、中村信一郎（MSW）が
講演を行いました。
　続いて、名刺交換会を兼ねた懇親会を行いました。各診療科・部
署別にテーブルを設け、日頃お世話になっている医療関係者の皆様
に感謝の意を表すとともに、より一層の親睦を深めることが出来たと
思っております。
　今後も医療連携学術フォーラムを継続開催することにより、「顔の
見える医療連携」「対話する医療連携」の更なる充実を目指し、地域
完結型医療の円滑な運営の一助となるよう努力していく所存ですの
で、皆様のご理解とご協力の程、何卒よろしくお願い申し上げます。

　東邦大学医療センター佐倉病院泌尿器科では、2010
年に泌尿器腹腔鏡センターも併設し、診療・教育・研
究において順調に推移しております。これもひとえに、
地域の医療機関の皆様のおかげです。この場を借りて、
心から感謝申し上げます。

　診療に関しましては、外来は月曜日から土曜日まで、
午前中に 4～ 5 名での新規・再来患者の診察を行って
いるほか、専門外来を午後に行っております。専門外来
は、前立腺・内分泌、腹腔鏡・腫瘍、尿路結石、排尿機能、
尿路感染症、男性機能に関して行っています。これらの
専門外来を通じて、患者さんの疾患特異性にあわせた
きめ細かい診療を提供しております。

　泌尿器腫瘍については、副腎・腎・尿管・前立腺の
腫瘍に対して、内視鏡や腹腔鏡手術による低侵襲治療
を心掛けております。特に腹腔鏡手術件数は年々増加
しております。当科には泌尿器腹腔鏡技術認定医 5 名
が在院しており、より低侵襲治療を安全に患者さんに
提供する事ができることと存じます。

　前立腺癌については、神谷准教授を中心に腹腔鏡下
前立腺全摘除術を行っています。放射線科と連携して、
強度変調放射線治療（IMRT）や骨転移に対する新規
α線放射線医薬品（ラジウム 223）での治療を数多く
行っています。すべての癌を対象に、分子標的薬や抗
癌剤治療を積極的に取り入れ、集学的な癌治療を提供
しております。前立腺癌を中心に、新規薬剤の臨床試
験も常に 5－8 プロトコール稼働していますので、もし
お困りの患者さんがいらっしゃいましたらお気軽にご相
談ください。

　尿路結石治療については、体外衝撃波結石破砕機
（ESWL）・経尿管的結石破砕術（TUL）・経皮的腎結石
破砕術（PNL）のすべてのアプローチが可能となっており
ます。印旛市郡をはじめ広い範囲から患者さんをご紹介
いただき、県内有数の結石患者の診療を行っております。
最近では大きな結石に対してTAP（TUL-assisted PNL）

を矢野講師が中心となって導入することで、治療の効率
化が図られております。

　排尿障害については、難治性排尿障害患者への排尿
機能検査を積極的に行っております。また、水中毒の
ないバイポーラ型やレーザーでの内視鏡システムを導入
し、QOL を考慮した薬物療法と手術療法のバランスの
よい治療を心掛けております。

　学術面では、泌尿器腫瘍・尿路結石・低侵襲治療な
どの領域を中心に積極的に学会発表・論文公表してお
ります。米国泌尿器科学会 (AUA) や米国臨床腫瘍学
会 (ASCO) などの国際学会にも積極的に発表・参加し
ています。レジデントのうちから学会発表も積極的に参
加してもらい、アカデミックマインドを涵養しています。
泌尿器科学の学問としての素晴らしさを伝えることがで
きるよう、研修医ごとの特性・希望に合わせたきめ細か
い指導体制を構築しています。

　泌尿器科領域での医療連携を強化するために、当院
医師を当院の診療県内の周辺医療機関へ派遣して、患
者さんの紹介・逆紹介の強化をおこなっております。内
科など他診療科の先生方との勉強会を通じた病診連携
をおこなっているほか、公開講座などを通じた患者さん
の啓蒙活動も積極的におこなっております。2012 年か
らは、印旛市郡・八千代市・習志野市の 3 医師会のご
協力を頂き、千葉県央泌尿器科医療連携協議会を設立
しました。毎年 7月に、泌尿器科医療連携フォーラムを
開催し、泌尿器科とかかりつけ医の先生方の積極的な
交流を図っています。また 2011年度より『東邦大学医
療センター佐倉病院泌尿器科たより』を毎年発刊して
おります。

　印旛市郡をはじめとする診療圏内の患者さんが、安心
して最良の泌尿器科診療を受けていただけますよう、泌
尿器科・泌尿器腹腔鏡センター医師により全力で診療
を担当させていただいております。今後ともご指導ご鞭
撻どうぞよろしくお願い申し上げます。

皮膚科
教授

樋 口 哲 也
Tetsuya Higuchi

教授就任のごあいさつ

にズームアップ！
教授　鈴 木  啓 悦

泌尿器科
泌尿器科集合写真

アピールしたい 診療と研究
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医療連携・患者支援センター長
吉田 友英

講演会の様子


